
広 報 み よ し（ ） 

　

６
月
14
日
か
ら
７
月
５
日
ま
で

の
間
、
町
内
14
の
行
政
区
で
延
べ

４
２
７
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
活

発
な
意
見
交
換
の
な
か
で
、
多
く
の

貴
重
な
ご
意
見
や
ま
ち
づ
く
り
の
ご

提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

皆
様
か
ら
の
い
た
だ
い
た
ご
意
見

は
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に

向
け
て
十
分
に
検
討
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
懇
話
会
の
概
要
報
告

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
（
平
成

年
６
月
施
行
）
の
基
本
理
念
「
住
民
一
人
ひ
と
り
の
感
性

や
豊
か
な
経
験
が
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
さ
れ
る
環
境
」
の
実
現
に
向
け
て
、
住
民
と
行
政
が
情
報

を
共
有
し
、
参
加
型
行
政
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、
本
年
度
も
「
ま
ち
づ
く
り
懇
話
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

総
合
政
策
室　

（
内
線
４
２
２
・
４
２
３
）

懇話会で提案された主な意見

自
然
・
公
園

・子どもの遊び場について
・公園の利用方法について
　（ボール遊び、ペット、花火等）
・公園の整備について
・樹齢の高い木の保存について
・環境保全、土地利用について

自
治
・
防
犯
・
防
災

・行政区の加入率、区費について
・青パトとスクールガードについて
・コンビニ、集会所のたむろについて
・海の家の廃止について
・集会所の開放や整備について

都
市
計
画

・違法建築物について
・住居表示について
・高さ制限条例について
・都市計画道路について
・開発指導について

環　
　

境

・ごみの収集について
・太陽光発電について
・ペット飼育について
・ごみの不法投棄について

道
路
・
交
通

・スマートＩＣについて
・歩道の整備について
・通学路の整備について
・道路の拡幅や整備について
・公共交通について
・スピード規制について
・交差点改良、信号機の設置について

教
育
・
文
化

・中央公民館建替えについて
・給食センターの建替えについて
・学校耐震化対策について
・余裕教室の活用について
・近世開拓史資料館について
・図書館の開館時間について

上
下
水
道

・砂川堀の再生について
・江川の環境対策について
・雨水対策事業について
・下水道工事の進捗状況について
・漏水について

産
業
・
観
光

・体験型農園について
・税収と産業振興について
・買い物ポイント制について
・遊休農地について

健
康
・
福
祉

・民生委員の増員について
・スポーツによる高齢者の健康増進に
　ついて
・認知症のサポートについて
・家庭内介護について
・少子化対策について

ま
ち
づ
く
り
全
般

・合併について
・税について
・指定管理者制度について
・町の将来について
・庁舎等公共施設の整備について
・町の財政について

開催日 開催場所
参加
者数
（人）

6月

14日

北永井第３区 25

上富第１区 38

藤久保第２区 23

上富第２区 15

21日

竹間沢第１区 19

藤久保第１区 25

藤久保第５区 36

上富第３区 33

28日
北永井第２区 33

藤久保第４区 34

北永井第１区 47

7月 ５日
みよし台第１区 46

藤久保第６区 17

藤久保第３区 36

合　　計 427

一会場あたりの平均 30.5

実施状況と参加者数

※この他にも多くのご意見をいただきました。ありがとうございました。

（ ）広 報 み よ し

ラ
エ
テ
ィ
」
等
々
、
独
創
的
な
ア
イ

デ
ィ
ア
を
活
か
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
包

材
（
パ
ッ
ケ
ー
ジ
）
と
し
て
、
国
内

外
の
数
多
く
の
商
品
に
採
用
さ
れ
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
ど
こ
の
ご

家
庭
で
も
見
か
け
る
こ
れ
ら
の
商
品

は
、
町
内
の
工
場
で
製
品
と
な
っ
た

パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
使
わ
れ
て
お
り
、
一

部
商
品
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
裏
側
に
は

ロ
ゴ
マ
ー
ク
・
パ
テ
ン
ト
表
示
が
さ

れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

工
場
内
を
視
察
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
感
想
と
し
て
は
、
社
員
の
皆
さ
ん

が
と
て
も
キ
ビ
キ
ビ
と
働
か
れ
て
お

り
、
食
品
の
包
材
を
出
荷
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
衛
生
面
に
も

相
当
の
ご
努
力
を
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

本
年
創
業
60
周
年
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
山
田
代
表
取
締
役
社
長
の
ご

挨
拶
文
が
会
社
案
内
に
掲
載
さ
れ
て

お
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
一
部
を
抜

粋
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
創
業
60
周
年
を
迎
え
て
、
我
々
は

初
心
に
戻
り
創
業
者
の
細
川
武
夫
オ

ー
ナ
ー
の
夢
を
か
な
え
る
た
め
、
絶

え
ず
他
社
に
な
い
開
発
品
を
創
り
出

　

町
内
の
企
業
・
事
業
所
を
町
長
自
ら
訪
問
し
て
、
操
業
状
況
、
雇
用
状
況
等
を
把
握
し
、
現
在
の
要

望
、
課
題
等
を
拝
聴
す
る
と
と
も
に
、
産
業
振
興
、
雇
用
対
策
及
び
企
業
・
事
業
所
の
定
着
を
図
る
た
め
、

第
８
回
「
町
長
の
企
業
訪
問
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　

秘
書
広
報
室　
（
内
線
３
１
１
〜
３
１
３
）

株式会社細川洋行【製造業】

住所：〒354 0044　三芳町北永井6372

TEL：049-258-1781　FAX：049-258-4489

HP：http://www.hosokawa-yoko.co.jp/index.html

設立：昭和24年4月7日（創業：昭和8年）

主 要生産品目：各種軟包装材の製造・販売、プラス

チック成型品の製造・販売、包装機械の販売、そ

の他包装システムの企画開発

境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
）」
を

そ
れ
ぞ
れ
取
得
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
の
売
上
高
は
２
０
０
億

円
を
越
え
、
本
年
の
決
算
で
も

２
５
０
億
円
を
超
え
、
業
績
は
順
調

に
推
移
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

製
品
は
、
森
永
製
菓

「
ウ
イ
ダ

ー
イ
ン
ゼ
リ
ー
」、

ロ
ッ
テ
「
ク
ー

リ
ッ
シ
ュ
」、
明
治
製
菓

「
カ
ー
ル
」、

森
永
乳
業

「
ア
ロ
エ
ヨ
ー
グ
ル
ト
」、

大
塚
製
薬

「
Ｓ
Ｏ
Ｙ
Ｊ
Ｏ
Ｙ
」、
丸

美
屋
食
品
工
業

「
の
り
た
ま
＆
バ

た
。
昭
和
54
年
に
は
三
芳
第
二
工
場

が
完
成
、
翌
55
年
に
東
京
パ
ッ
ク
に

初
出
展
、
昭
和
61
年
に
は
三
芳
工
場

が
軟
包
装
衛
生
協
議
会
認
定
工
場
と

な
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
平
成
７

年
に
は
ア
メ
リ
カ
・
デ
ュ
ポ
ン
社
の

「
デ
ュ
ポ
ン
ア
ワ
ー
ド
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
ト
ロ
フ
ィ
ー
賞
」
を
受
賞
、
平
成

13
年
に
は
同
じ
く
「
デ
ュ
ポ
ン
ア
ワ

ー
ド
非
食
料
品
部
門
金
賞
」
を
受
賞
、

平
成
15
年
に「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１（
品

質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
）」、
平

成
18
年
に「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１（
環

談
会
で
意
見
交
換
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

会
社
の
沿
革
は
、
昭
和
８
年
細
川

栄
次
郎
氏
に
よ
り
「
セ
ロ
フ
ァ
ン
卸

売
業
」
と
し
て
「
細
川
洋
行
」
を
創

業
し
た
の
が
始
ま
り
で
、
昭
和
23
年

下
谷
区
二
長
町
１
番
地
に
工
場
を
建

設
さ
れ
、
翌
年

細
川
洋
行
を
法
人

組
織
と
し
て
登
記
、
本
社
営
業
所
を

千
代
田
区
神
田
松
富
町
１
番
地
と
し
、

こ
の
日
を
創
業
日
と
し
た
と
の
こ
と

で
あ
り
ま
す
。
昭
和
26
年
に
東
京
セ

ロ
フ
ァ
ン
印
刷

を
分
離
し
、
昭
和

27
年
に
法
人
組
織
と
し
て
登
記
。
昭

和
37
年
に
、
製
版
工
場
を
江
古
田
か

ら
埼
玉
県
新
座
市
に
移
転
、
翌
年

洋
和
商
事
を
設
立
、
昭
和
39
年
に

洋
和
商
事
に
よ
り
、
三
芳
町
（
当
時

は
三
芳
村
）
に
工
場
建
設
を
目
的
と

し
た
現
在
地
の
土
地
二
千
坪
を
取
得
。

昭
和
46
年
に
東
京
セ
ロ
フ
ァ
ン
印
刷

と

洋
和
商
事
が
合
併
し
て
、
東

京
セ
ロ
フ
ァ
ン
印
刷

と
な
り
、
西

落
合
か
ら
三
芳
町
へ
移
転
さ
れ
ま
し

　

第
８
回
目
は
、
株
式
会
社
細
川
洋

行
三
芳
工
場
を
訪
問
し
ま
し
た
の
で
、

そ
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
埼
玉
三
芳
工
場
生
産
事

業
部
長
松
長
さ
ん
、
生
産
事
業
部
埼

玉
三
芳
工
場
製
造
部
長
の
西
川
さ
ん
、

製
造
部
製
造
三
課
部
長
代
理
の
石
居

さ
ん
、
管
理
部
生
産
管
理
課
部
長
代

理
の
岡
本
さ
ん
が
出
席
を
さ
れ
ま
し

た
。
松
長
部
長
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た

だ
い
た
後
、
続
い
て
会
社
概
要
に
つ

い
て
、
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
製
造
工
程
を
視
察
後
、
懇

し
、
そ
れ
を
進

化
さ
せ
全
世
界

に
送
り
出
せ
る

努
力
を
し
続
け

る
精
神
を
失
わ

ず
、
絶
え
ず
大

き
な
視
野
に
向

か
っ
て
挑
戦
し

て
い
き
ま
し
ょ

う
。
そ
の
会
社

の
実
力
は
そ
の
会
社
の
社
員
の
レ
ベ

ル
を
見
れ
ば
わ
か
る
と
言
わ
れ
る
通

り
、
一
人
ひ
と
り
が
努
力
を
し
、
全

世
界
の
軟
包
装
業
界
の
頂
点
に
立
て

る
よ
う
な
夢
に
挑
戦
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
」
と
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
言
葉
は
、
我
々
地
方
自

治
体
の
職
員
と
し
て
も
十
分
参
考
に

な
る
言
葉
で
も
あ
り
ま
す
。
役
場
の

評
価
は
、
一
人
ひ
と
り
の
職
員
の
行

動
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
住
民
の
皆

様
と
の
窓
口
・
電
話
応
対
に
始
ま
り
、

日
常
業
務
全
て
に
至
る
ま
で
、
初
心

を
忘
れ
る
こ
と
な
く
励
む
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
改
め
て
感
じ
た
一
日
で

あ
り
ま
し
た
。

▲視察後の懇談会の様子

▲視察の様子

▲視察前の懇談風景

▲独創的なオリジナル包材の数々

▼
従
業
員
の
方
と
話
を
す
る
鈴
木
町
長

上下水道
6%

自然・公園
9%

都市計画
5%

道路・交通
28%

健康・福祉
7%自治・防犯・防災

10%

環境
7%

教育・文化
10% 産業・観光

2%

まちづくり全般
16%

分野別意見の割合

　
　

株
式
会
社　

細
川
洋
行　

埼
玉
三
芳
工
場

　

経
営
ビ
ジ
ョ
ン　

〜
軟
包
装
技
術
を
ベ
ー
ス
に
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
未
来
を
担
う
オ
リ
ジ
ナ

　
　

ル
商
品
を
提
供
し
続
け
て
、
社
員
が
誇
り
と
喜
び
に
満
ち
て
働
く
、
世
界
が
認
め
る
企

　
　

業
に
な
る
こ
と
を
目
指
す
〜

 

第
８
回　

町
長
の
企
業
訪
問 

（
８
月
６
日
訪
問
）


